




































































































































 v J. A. Dowie, “1919-20 is in Need of Attention”, The Economic Historiy Review, Second Series, Volume XXVIII, No. 
3, August 1975. 同論文は依然として重要な意味をもっている。汗牛充棟の先行研究については別途検討する。




 〔出典〕Mitchell & Deane, Abstract of British Historical Statistics (Cambridge, 1971) p.71.
 〔註〕a) 1920をさかいに産業の詳細な分類に変化があるが、ここでの分類では無視できる。
 b) 1926 ゼネラル・ストライキは統計に含まれているが産業別の項目には含まれていない。
表 2　中央・地方内訳別経常支出構成の推移（累積度数）
44
表 3　中央・地方内訳別経常収入構成の推移（累積度数）
表 4　中央政府経常収入経常支出の推移
45第一次世界大戦後のイギリスの戦後危機再考にむけて
表 5　イギリス政府の短期借入金の推移
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表 6　イギリス公定歩合、ロンドン市中金利、2½ %コンソル利回り
表 7　平均週賃金、年間収入、小売価格指数、生活費指数の推移
